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市の見解
有料化の目的は、ごみの処理にかかる費用負担の公平化
とごみ減量化です。特に減量への有効な動機付けになるも
のと考え実施するもので、税金とは性格が異なるものと考
えています。
減量化は市民、事業者、行政がともに真剣に取り組むべ
き課題であると考えています。
市民が絶えず減量、分別を意識し、事業者も過剰包装を
避ける努力をする。こうした活動が続けられるようなシス
テム作りなどを努力していきます。
また、平成１９年に公表した「一般廃棄物処理基本計画」

で平成３１年度までには市民一人当たりの排出量を平成９年
レベルの５％減となる１，０２５ｇに減らし、資源化率を３０％
（平成１７年度は１７％）に高める目標を設定しています。
目標の達成度、有料化による収入の使い方などを随時市
民の皆さんに公表し、さらに減量に努めていきます。

市の環境基本計画で、生活環境、自然環境、快適環境、
広域環境をあげ、ごみ問題だけでなく、環境全般への取り
組みを進めていくことになります。
ごみは環境に負荷を与える要因のひとつでありますが、
残念ながらごみに関心を持って努力をしている人がいる一
方で、まったく関心の無い人がいることも事実です。市も
あらゆる機会を通してご理解、ご協力をいただけるようさ
らに努力していきますが、有料化により、ごみの減量化や
資源化に関心を持っていただきたいと考えています。
税とした場合には、課税客体の把握、課税方法、他の手
数料などの関係から事務的な複雑さ、徴収のための新たな
費用負担が生じることになります。
また、一般会計から分離すると、ごみ処理税会計で収支
の均衡を図らなければならず、非常に高額な負担をしてい
ただくことになり、現実的でないと考えます。
全国的にもこうした理由から、ごみ処理税としている自
治体は無く、手数料として導入しています。
ご意見のとおり指定ごみ袋は燃やすだけの袋であり、資
源の有効活用という点では問題があります。
ステッカー（シール）制を検討しましたが、各自治体の
例も調査した結果、収集の際の見分けやすさ、ごみ内容の
確認のしやすさなどの理由から、袋制を採用することとし
ました。
また、指定袋は再生材を使用した袋を採用する予定です。
レジ袋を減らす運動はもちろんのこと、ごみを減らすさま
ざまな施策を積極的に展開していきます。レジ袋は内容物
が判別できる透明さ（新聞の字が読める程度が目安）であ
れば、資源物の排出に利用することができます。
ごみ１kgの処理費用は可燃ごみ３２．６円、不燃ごみ５４．２
円で可燃ごみの場合、大袋（４５�相当）１袋当たりを６kg
と仮定すると、１９５．６円になります。
また、有料化を実施している足利市（４５�／６０円）、鹿沼

市（４０�／４０円）、益子町（４５�／５０円）、と比較して妥当な
価格と考えています。

意見の概要
手数料として有料化することは住民税を二重

徴収することであり納得できない。
市民に負担を押し付けるのではなく、行政努

力が唯一の道ではないか。有料化については、
おおかたの市民が理解、納得を得られる時期を
選ぶべきである。
ごみに課税するのであれば、産廃にも実施し

て欲しい。産廃税導入は安易に導入すると不法
投棄が増えるとの理由で見送っているのであれ
ば、一般ごみについても慎重に検討してほしい。
ごみ問題の概要をＰＲ、ごみ減量目標を市民

に提起してタウンミーティングを持ち市民一人
一人のものとする。さらに目標の達成度を集計
評価する。以上のことを実行してみた後に有料
化を再考する。
市民の認識不足は、市の取り組みが不十分だ

から。有料化すれば認識が深まるとは安易なや
り方だと思う。
有料化の目的に公平化、ごみの減量資源化へ

の意識付け、分別の徹底をあげていますがエコ
ロジカルなアプローチこそ必要では。

目的税としてのごみ処理税を導入し、一般会
計から分離してはどうか。

ごみ袋の有料化は仕方がないが、指定ごみ袋
は燃やすためだけの袋であり資源の無駄使いと
思われる。
一方、レジ袋なども資源の無駄使いに変わり

はないが、いったん役目を果たした袋であるの
で、これを活用できるような「ステッカー」な
どを用意して、指定ごみ袋の代わりに使用でき
るようにしてはどうか。
有料指定袋化に賛成です。ここにもうひとつ

プラスしてごみ袋用のシールを作りこれを購入
する方法はどうか。
ごみの有料化はやむを得ないが、高すぎると

思う。コスト面でいくらかかるかなどの説明が
ない。
袋の値段は高すぎる。ごみを燃やす人が増え

てくるのではないか。もう少し理解しやすい価
格にできないか。
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�月５日から４月３日の期間、広報なすしおばら３月５日号、市ホームページで募集した新しいごみ処理計画（原
案）のパブリックコメント実施に対し、２８人から計７０件の貴重な意見をいただきました。ありがとうございました。
いだいた意見（概要）と市の見解についてお知らせします。

意見は同じ趣旨の意見はひとつにまとめ（件数は加算しています）、次の９つの項目に分類しました。
①ごみの有料化について ５件 ②有料化の手法について ７件 ③有料指定ごみ袋について ５件
④有料化の減免について ２件 ⑤ごみの分別について １８件 ⑥ごみの収集、ステーションの管理について ２１件
⑦有料化に伴う不法投棄の増加 ３件 ⑧手数料の使途について ６件 ⑨その他 ３件
■問い合わせ ■本環境対策課廃棄物対策室 �０２８７（６２）７３０１

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

市の見解
レジ袋の有料化は商行為になり、市では価格の統一はで
きません。ごみ減量協力店制度により、レジ袋を削減する
活動を充実していくことで考えています。

入札方法については現在検討中ですが、競争入札を基本
とする考えです。契約期間につきましては、指定ごみ袋の
安定供給という観点から複数年契約も視野に入れ検討中で
す。いずれにしても透明性を確保し進めていきます。
耐久性やコスト、色（透明性の確保）から、紙製の使用
については考えていません。
１０リッターサイズや不燃ごみの大（４５�相当）を作って
いる他の自治体の状況を見ると利用率は低い状況にあり、
袋の種類を多くすれば経費もかかることから、今回提示し
た５種類で実施します。
指定ごみ袋は消費税を含んだ内税の価格で販売します。

子育て、高齢化社会への支援策は行政として総合的に取
り組む課題であり、意見の趣旨も踏まえ、市全体の施策の
中で検討していきたいと考えています。

ボランティア用の袋を考えています。ごみ拾いなどの活
動をしていただいている団体や個人の善意を大切にできる
基準を定めていきます。

平成２１年４月から実施を予定している新しいごみ処理シ
ステムに関連する「有料化」「指定ごみ袋」「分別」「排出方法」
「収集方法」などについて、早い時期にできるだけ細かい
地域ごとに説明会を開催し、皆さんに説明をしていきます。
また、分別をより分かりやすくするため、品物ごとに排
出方法が分かる「ごみ分別事典」、排出日が一目で分かる
「ごみ出しカレンダー」などを作成し、配布していきます。
また、１０人以上の要請があれば担当職員が出向いて制度
の説明をする出前講座も行います。モラルの向上について
も、皆さんの意見を聞きながら、いろいろな方法を取り入
れ進めていきます。

紙類は種類によってそれぞれ用途が異なる再生紙になる
ため、コストを抑え、資源化するためには提示した分別が
必要です。近年、紙の使用が増加しているため「その他の
紙」の資源化を積極的に図って行きたいと考えています。

意見の概要
レジ袋を有料化すれば少しは意識が違うので

は。レジ袋は付いてくるものだからそれを有料
化する事でごみを減らすという意識は出てくる
のでは。

指定ごみ袋制度の実施に際し、指定ごみ袋
（の製作など）は、随意契約によらず一般競争
入札により落札した業者と、単年度の契約を結
ぶべきである。
可燃ごみ袋はぜひ紙製にしてほしい。

袋は１０リッターのサイズも設定してください。
不燃ごみの袋も大、中、小の３種類にする。

袋の販売経路で消費税の二重課税を避ける方
法はあるか
以前住んでいた東京都日野市では、オムツ用

のごみ袋を無料で月に１０枚配布していた。
子育て支援、高齢化社会への対策の一環とし

てぜひ検討をお願いしたい。
ごみの有料化免除団体について具体的なマニ

ュアルを示してほしい。

分別の仕方について覚えるのが大変。カラー
のポスターを作り各家庭に配布してはどうか。
実施前に行政区単位で説明会を開催して質疑、

意見交換をして欲しい。
ごみ減量の意識向上のための工夫として次の

ことが重要。①見る「ごみの分別が分かりやす
い表の作成」②知る「分別したごみが資源、再
利用されているか明確化」③学ぶ「勉強会の開
催」
拠点・店頭回収を一般市民が理解されるＰＲ

を十分に徹底できるのか。
今回の計画では、市民のモラル向上に対する

効果が期待できないのではと危惧する。将来に
向け、学校教育の中でモラル向上を図るのは当
然として、今の大人に対しての対策が課題であ
り、これまでに、市が啓蒙活動を行ってきたか
疑問。
いろいろな機会をとらえて、市は直接市民の

間に出向いて説明などを行うべき。
市民（排出する側）にすれば、最小限の分別

の方が排出しやすい、特に古紙類は２区分くら
いとし、あまり神経質にならなくても良いと思
う。
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市の見解
市が収集している資源物は、日本容器包装協会や資源回
収業者を通して資源化しており、焼却場で燃やすことはあ
りません。今後市民の皆さんの誤解を防ぐよう資源化の過
程を広報などでお知らせしていきます。
ごみ関連施策の究極の目標はごみを出さないことです。
より細かく分別すればリサイクルの効率は高くなりますが、
市民の皆さんにも負担を強いることになります。
リサイクルのメリット、有料化による収入の使い道など、
ごみに関する事項をもっと目に見えるよう、努めていきま
す。

意見のとおり、すでに資源化のルートが確立され、資源
として利用されているものを資源物としました。
また同一の素材を収集すると付加価値が高まり有効活用
が可能な、電気コード、蛍光灯を新たに分別に加えました。
廃プラスチックは、経済性、リサイクルの現状からサー
マルリサイクルを選択しました。
市のごみ処理の基本的な考え方はごみの総量を減らして
いくことです。
ごみ減量協力店や拠点回収（公共施設に回収箱を設置す
る）制度の普及を進め、収集日に関係なく蛍光灯や白色ト
レイ、発泡スチロールなどを近くの公共施設やお店に置い
てある回収箱に入れられるようなシステムを作っていきま
す。

衣類は、素材が単一でないとリサイクルが難しく、資源
として集めても素材が単一でないものが多く、混合繊維で
できたものが含まれると、可燃ごみとして処理せざるを得
ないという現状があります。近年、民間ベースで衣類の再
利用（リユース）が行われるケースが見え始めており、こ
れらの推移を見守りたいと考えています。食材の残りの堆
肥化についてもコストと効果を見極めていきたいと考えて
います。
シュレッダーごみは、ある程度の幅があれば資源化が可
能ですが、市全域で幅を一定以上に統一することが困難な
ため今回の分別では可燃ごみとしました。
リサイクルマークは容器包装リサイクル法で定められた
ものに付けられたもので、リサイクルマークがない紙もあ
りますが、紙として資源物かどうか判断できない場合には
マークを目安にしてください。今後説明会や、ごみ分別事
典で詳しくお知らせしていきます。
びんのラベルの取り外しは不要です。説明会や、ごみ分
別事典で詳しくお知らせしていきます。
ひとつのごみを不燃ごみと可燃ごみに分けることが困難
な場合、無理して分解する必要はありません。施設で破砕
し資源物を取り出しリサイクルしています。
時計、めがねは不燃ごみで出してください。処理施設で
資源物として利用できるものは取り出します。入れ歯は可
燃ごみでお願いします。
ご意見にありました「×」シールは、黒磯地区で使用さ
れているもので、「ごみ袋が透明ではない」、「ごみの分別
が不徹底」、「分別区分の異なるごみが出されている」、「清
掃センターで処理できないものが出されている」などの場
合に、そのごみを収集せずに、なぜ収集しなかったかが判
るように張っているものです。
西那須野、塩原両地区でもデザインは異なりますが、同
様の目的で「警告ステッカー」を使用しています。今後ご
み出しのルールや基準が市民の皆さんに確実に伝わるよう、
周知に努めていきます。

意見の概要
資源物として回収されたものが焼却場で燃や

されているなど噂されていた。製紙会社がリサ
イクル紙とうたいながらも古紙は使っていなか
った事実などから噂が本当と気になっている。
近年は、ゼロ・ウェイスト（ごみを出さない）
という考え方もあり、市民にとって具体的なメ
リットがある方法を考えてほしい。

資源ごみの新分類は１１種であり、あまりにも
種類が多い。市民に大きな負担を強いるのであ
れば、本当にリサイクルが社会的に効用のある
ことを十分に検証したものに限ってほしい。
また分類種類は一般包装プラスチックのよう

に、回収施設でのサーマルリサイクル（焼却の
際に発生する熱エネルギーを利用して電気を起
こすこと）に回した方が効率的なものを選別し、
現状程度にしてほしい。
プラスチック類の資源化をしないとごみの量

は減らない。
プラスチックは、将来的にはリサイクルすべ

き。
できるだけ多くの資源を回収し、焼却や埋め

立てを少なくすることを基本方針として、必要
な分別整理を行う。
衣類、布類も資源ごみとして集めてほしい。

粗大ごみや学校の制服なども再使用（リユース）
できるシステムを作れないか。
個人以外でも学校給食や飲食店から出る食材

の残りを利用した堆肥化のシステムを作るべき。
ぜひ先を見通した計画を立てていただきたい。

「雑誌、その他の紙」に小さい紙は袋に入れ
てとあるが、シュレッダーにかけたものでも大
丈夫か。
紙に「リサイクルマークのあるもの」とあり

ますが、平素使っている紙はマークが付いてい
ない。

紙以外は取り除くと指示がありますが、びん
の紙ラベルは外した方が良いのか。
不燃ごみは可能な限り自力で分解し、プラス

チック部分は可燃ごみとしたほうが良いのか。

時計、めがね、入れ歯などの回収ボックスを
お願いしたい。

現在、あちこちのごみステーションで、内容
物がはっきり見えるごみ袋で出されたごみに、
大きな「×」シールが張られ、放置されていて
見苦しい。透明袋の定義（透明度の測定法など）
がはっきり知らされていないことが原因か。
街をきれいにする観点から、市には柔軟な対

応を望みたい。
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市の見解
ごみの戸別収集とは、各家庭の庭先にごみを出してもら
い、市がこれを収集する方法です。いくつかの自治体で実
施しているということは、市でも承知しています。
戸別収集方式は、住宅密集地で実施すると、その効果が
発揮されます。つまり、ごみ収集車はごみステーション間
の移動の際に、そのステーションにごみを出す各世帯の前
を通過するため、各世帯から直接ごみを回収することが可
能となるのです。しかも、住居が連続して立地している場
合、作業員が徒歩でごみ収集車に追従できるため、作業効
率が高まるのです。市では現在、約２６００カ所のごみステー
ションからごみを収集しています。これを戸別収集にする
と、約４万２０００世帯から収集することになります。住宅密
集地域が限られた本市では、これを実施した場合、多大な
エネルギーを浪費し、環境に与える影響が甚大となるため、
市では戸別収集の実施は考えていません。
市では、一部の資源物について拠点回収を実施し、そこ
ではごみ袋に入れて出す必要はありません。
また、ごみステーションにコンテナを用意する案もあり、
今後の検討課題と考えています。
ごみステーションはそこを使用する市民の皆さんが共同
で管理していただくことに変わりはありません。
ごみ問題だけでなく、あらゆる分野で行政の力だけでは
解決できない問題が増えています、市民、市、事業者が一
体となって地域環境を向上させられるような仕組みづくり
を進めていきます。
また、現在でも不法投棄には法律で罰則が定められてお
り、引き続きモラルの向上に努めていきます。
さらに、今年度内に自治会単位でごみ減量推進員の選任
と、各ごみステーションにステーション責任者を１人お願
いし、地域が一体となって取り組む「ごみ減量推進員制度」
を作っていきます。
また、地域や団体が自主的に行う清掃活動に使用するご
み袋や、ステーションに無断で投棄されてしまったものを
処理する場合には、処理費用を減免することで進めていき
ます。

黒磯地区では、今まで資源物をトラックで同じ日にまと
めて収集していましたので曜日で収集品目を決めていまし
た。
しかし、経費や収集効率、飛散防止などの理由から市全
域をパッカー車での収集としました。
そのため、原則一種類ごとの収集となり、２週間で一回
りするパターンになりました。
ごみ出しカレンダーは、毎年４月の第１週を基点として
１年間のスケジュールを作成し、ごみを出す日を分かりや
すくするものです。

不燃ごみのうち温度計や体温計で水銀を使用したものが、
他のごみと混ざらず取り出しやすいように小袋に入れて出
すようお願いするものです。小袋はレジ袋などどのような
袋でも結構です。

ペットボトルとプラ類は資源化の処理が違うことから一
緒に収集することはできません。
小売店やスーパー、コンビニエンスストアでも、ごみ減
量活動をしていただく「ごみ減量協力店」制度を実施し、
事業者側も努力していただくよう推進していきます。

意見の概要
国内でも、ごみの戸別収集を実施している自

治体が多数あり、ごみ減量や分別徹底が図られ
ているとのことである。また、ごみステーショ
ン方式では、不法ごみの処理に多大な経費を要
することが懸念される。
よって、家庭系ごみ処理有料化導入に合わせ、

ごみの戸別収集実施を提案する。

ドイツでは街角に設置されているごみ箱に直
接ごみが入れられていたが、このようにすれば
ごみ袋そのものが不要になると思う。

家庭系ごみ処理の有料化と、新しいごみ分別
方法にはおおむね賛成できるが、罰則が用意さ
れていない。
指定ごみ袋以外の袋や、分別区分を守らず出

されたごみについて、今まではマナー違反とし
て、ごみステーションを使用している住民が自
主的に対応してきた。しかし、家庭系ごみ処理
有料化という受益者負担が導入されたのなら、
これらの不法投棄はルール違反として、罰則を
課すことが必須と考える。
ごみステーション監視員を配置し、不法投棄

を行った者から罰金を徴収してはどうか。
ステーションに通りがかりの人が車でごみを

置いていってしまう、それを処理しているのも
近隣の人である。有料化になってさらに増える
のではないか。
ごみ処理に無頓着な人が多数いることを承知

して欲しい。
市では処理しないものが出されてしまった場

合のステーション担当の処置はどうすべきか。
ごみステーションの管理を市生活環境部に移

管したい。
個人が善意でごみの不法投棄を片付けるとき

５０円の有料袋を使ったら大変。
収集区分が週によって変わるのは不便。
収集日を曜日で設定して収集することが排出

収集に混雑をさけられると思う。
１日（ついたち）が日曜の場合２日は２週に

なるのでしょうか。偶数日の月曜、奇数日の月
曜などとしたほうがよい。
常にごみステーションにごみが置いてある状

態になり、「×」印がついて取り残されると２
週間置いたままになっている。
少ない利用者のステーションではパッカー車

が空振りになる。ごみを出す人が毎日ごみを出
すことになり大変。
不燃ごみの場合、「小袋に入れてから不燃ご

みの袋に入れる」定義が知りたい。

「プラ」マークの食品など透明容器はペット
ボトルと一緒に収集できないか。
スーパーで肉をのせているトレイを販売店や

メーカーでも資源として回収できるもので売る
ようにすべき。

ご
み
の
収
集
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
に
つ
い
て
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市の見解
平成２１年度からは、清掃センターに直接搬入した場合、
家庭系のごみも指定袋を使わない場合、１０kg１００円の手数
料を徴収する予定です。
粗大ごみを自宅まで回収に伺い、処理するコストは平均
５万円前後となり、今回の手数料は約１割の負担としまし
た。
お試し期間は考えていません。説明会などを通して皆さ
んに理解していただけるよう努めていきます。
また、ごみ処理の基本計画は５年ごとに見直しをするこ
とになっていますので、基本的にはその際に改善すべきも
のは改善していきます。

不法投棄の増加は市も懸念しているところです。
広大な面積を持つ本市は、隅々まで監視することが困難
であり、従来から市の重要課題のひとつです。
市としても監視体制の強化を図っていきますが、いつで
もどこでも市民の皆さんの監視の目があるということ、不
法投棄する者に知らしめることが、未然に防ぐことにつな
がるものと考えます。
皆さんのさらなる協力もお願いします。

市でも必要がなくなった、または古くなった看板などは
撤去、交換をしていますが、ご意見のようなケースでは連
絡をいただければ撤去します。

現在も生ごみ処理容器（コンポスト）と機械式生ごみ処
理機購入に対し補助金を交付しています。
有料化で得た手数料は、この事業にも活用する予定です。
有料化のみならず公金の収支については公明正大さが求
められるのは当然のことです。
内容については市の決算書などでお分かりいただけると
考えます。
ごみ袋への単価、使途を印刷することは製作単価の変動
などにより内訳が変わることも予想されますので、別の方
法でお知らせすることを考えていきます。
有料化の大きな目的はごみの減量化です。従って有料化
で得た収入は減量化のための施策に充当していきます。
具体的には、①集団資源回収事業の充実・市全域での実
施②地域でごみの減量活動のリーダーとなっていただくご
み減量推進員制度③ごみ減量協力店制度の制定④拠点回収
事業の推進を現在考えています。
また、清掃活動などを行っているボランティア団体への
補助制度については制度、整備を研究していきます。
循環型社会形成推進のために、市民の皆さんの協力をお
願いします。

現在は、ディスポーザーで生ごみを粉砕し直接排水する
事は下水道管、処理場の負荷などにより認めていません。
しかし、ディスポーザー本体と固液分離装置から構成され
る「ディスポーザー排水処理システム（機械処理タイプ）」
の導入の許可を検討しています。
無料配布は考えておりません。ごみ出しのルールを示し
た「ごみ分別事典」などを配布して理解を求めていきます。

意見の概要
粗大ごみの回収料金は、大型家具などを運ぶ

車を持たない者、高齢者世帯などには非常に高
いと思う。

平成２１年４月の前に、３カ月から半年ほど袋
のお試し期間を実施して市民の意見を聞き現状
にあったごみ処理を行ってほしい。

ごみの排出量に応じて費用負担を課し、市民
の負担公平化やごみの減量、分別の意識付けの
促進効果を期待するという基本的考え方には同
意できる。
しかし、有料化の弊害に対する対策が不十分

である。具体的には、有料化することによって、
ごみの減量や資源化に無関心な者が行うと想定
される不法投棄対策である。
那須塩原市は土地が広大で、人目につかない

ところも多く、現状でも多くの不法投棄を招い
ているため、さらなる不法投棄が発生した場合、
その処理に要する社会負担は甚大なものとなる。
辛抱強く清掃活動を行った場所では投棄ごみ

が皆無、また５分の１に減少した場所がありま
す。
一定期間が経過し、ごみ投棄が解消されたと

判断されたときは、看板や対策施設は撤去すべ
き。
ごみ減量のため、手数料収入で家庭用コンポ

ストの助成金を支給してはどうか。

指定ごみ袋制度の実施に当っては公明正大さ
が必要であり、手数料収入の内訳を市民に周知
すべきである。

指定ごみ袋１枚当たりの手数料のうち、市、
製造者および小売店などにいくら配分されるの
か、指定ごみ袋に印刷してはどうか。
ごみ袋の収入は「優先的に使用します」とな

っていますが、このような曖昧な表現でなく、
明確な考えを提示してもらいたい。
有料化で発生した料金の使途で清掃活動を行

っている環境ボランティア団体に一部還元の検
討も要望します。

今回の計画は、地球規模の環境問題に取り組
む意識の芽生えを期待することができる計画だ
と思う。
ごみを減らすため生ごみ破砕機（ディスポー

ザー）の導入を図れないか。

転入者がルールを知らないため不適切なごみ
出しを未然に防ぐため転入者に指定ごみ袋を数
枚無料配布する。

ご
み
の
収
集
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
に
つ
い
て

有
料
化
に
伴
う
不
法
投
棄
の
増
加

手
数
料
の
使
途
に
つ
い
て

そ
の
他

ごみ処理計画パブリックコメントの実施結果

６平成２０年５月５日号



子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
社
会
の
状
況
の
中
、

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
心
を
持
ち
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
た
め
に
、
今

年
度
も
人
づ
く
り
教
育
を
大
き
な
柱
と
し
て
、

教
育
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
危
機
管
理

体
制
も
含
め
、
市
内
各
小
・
中
学
校
が
子
ど
も

た
ち
同
士
、
子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
、
保
護
者
、

地
域
と
学
校
と
の
信
頼
関
係
を
土
台
に
学
校
教

育
を
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
各
学
校
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
特
に
、
次
の
四
つ
を
重
点
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�
小
・
中
学
校
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
、
義

務
教
育
９
年
間
で
の
人
づ
く
り
教
育

昨
年
度
ま
で
の
２
年
間
で
、
国
立
教
育
政

策
研
究
所
の
指
定
を
受
け
た
「
生
徒
指
導
総

合
連
携
推
進
事
業
」が
終
了
し
ま
し
た
。
小
・

中
学
校
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
地
域
の
実
態

や
発
達
段
階
に
応
じ
た
児
童
・
生
徒
指
導
の

研
究
が
着
実
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
の
２
年
間
は
市
内
の
全
中
学

校
区
に
対
象
を
広
げ
た
形
で
、
同
事
業
の
研

究
が
新
た
に
始
ま
り
ま
す
。

本
年
度
も
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
、

人
格
の
基
盤
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
「
中
学

校
区
ご
と
の
小
・
中
学
校
連
携
推
進
事
業

（
人
づ
く
り
教
育
を
目
指
し
た
小
中
連
携
推

進
事
業
）」
を
、
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
中
学
校
区
ご
と
の
実
態
や
課
題
を
明

確
に
し
、
小
・
中
学
校
間
の
教
職
員
や
子
ど

も
た
ち
の
交
流
は
も
と
よ
り
、
小
学
校
高
学

年
で
の
発
達
課
題
や
い
わ
ゆ
る
「
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
」
な
ど
の
問
題
も
考
慮
に
入
れ
、
研
究

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
９
年
間
を

通
し
た
学
び
の
連
続
性
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
開
発
や
、
小
学
校
高
学
年
で
の
教
科

担
任
制
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
に
も
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

�
（
仮
称
）
教
育
体
験
研
修
セ
ン
タ
ー
の
開
設

準
備本

市
の
教
育
課
題
の
一
つ
で
あ
る
不
登
校

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、

旧
上
塩
原
小
学
校
跡
地
に
、（
仮
称
）
教
育

体
験
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
家
庭
を
離
れ
、
宿
泊
や
豊
か

な
自
然
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
不
登
校
の
改

善
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
生
き
る
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
各
種
の
コ
ー

ス
、
体
験
学
習
な
ど
の
内
容
を
考
え
て
い
ま

す
。
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
輝
く
未

来
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
今
年
１０
月
の
プ
レ
開
設
、
来
年
４
月

の
正
式
開
設
に
向
け
全
市
を
あ
げ
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
学
力
・
体
力
の
向
上
対
策

各
学
校
の
校
内
研
修
の
充
実
を
支
援
す
る

た
め
に
大
学
な
ど
と
連
携
を
図
る
「
学
力
向

上
連
携
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
で
３

年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
２
年
間

で
、
前
期
指
定
の
１８
校
の
研
究
が
終
了
し
、

学
力
・
体
力
の
向
上
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
後
期
指
定
の
１７
校
の

研
究
が
始
ま
り
ま
す
。
前
期
指
定
校
の
成
果

の
検
証
も
含
め
、
各
学
校
の
学
力
・
体
力
の

向
上
対
策
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
今
年
度
も
各
学
校
の
学
力
・
体
力
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
採
用
教
師
や
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
ま
し
た
。
活
用
な
ど
に
つ
い
て

も
各
学
校
に
対
し
て
十
分
な
指
導
、
助
言
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ⅳ
小
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
推
進

中
学
校
は
も
と
よ
り
、
小
学
校
の
部
活
動

（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
）
も
、
人
づ
く
り

教
育
の
視
点
か
ら
、
極
め
て
重
要
な
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
教
職
員
が
、

外
部
の
指
導
員
と
の
連
携
を
密
接
に
図
り
な

が
ら
、
部
活
動
（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活

動
）
に
か
か
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
各
小

学
校
に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

本
市
は
、
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ

く
り
、
生
涯
学
習
の
推
進
と
心
豊
か
な
生
活
を

目
指
す
こ
と
を
教
育
行
政
の
柱
に
据
え
て
い
ま

す
。
各
学
校
に
お
い
て
も
、
生
涯
学
習
の
視
点

を
大
切
に
、
地
域
の
教
育
力
を
十
分
に
生
か
し
、

保
護
者
や
地
域
と
密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
む
教
育
活
動
を
推
進
し

て
い
け
る
よ
う
、
今
年
度
も
教
育
委
員
会
と
し

て
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■西
学
校
教
育
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
３
４
９

「子どもたちの夢を育む
教育活動を推進します」

平成２０年度の学校教育

教育委員会教育長 井 上 敏 和

７
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那須塩原市開こん記念祭開催 ～先人の苦労と思いを後世に～
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明治時代の建物の屋根裏を探検
～旧青木家那須別邸特別見学会～

南小学校金管バンド部による演奏

市内全小学校６年生参加の○×クイズ

今年は「ハナミズキ」が配られました

西小学校 辻野君東原小学校 竹井君

あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。
秘書課広報広聴係 �0287（62）7109

８平成２０年５月５日号
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那須野が原西部地区が農林水産省農村振興局長賞を受賞
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本格的な渓流釣りのシーズンが到来 ～箒川渓流釣り解禁～
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開拓の歴史に思いをはせる

４月３日、受賞の報告に栗川市長を表敬訪問した小川三郎会長（右）

９



お
知
ら
せ

児
童
手
当
の
手
続
き

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
は
、
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
人
で
、
次
に
当

て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
人
は
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、

現
況
届
（
更
新
手
続
き
の
案
内
）

を
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象

�
他
市
町
村
で
出
生
届
を
提
出
し

た
な
ど
の
理
由
で
、
ま
だ
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人

�
今
ま
で
の
所
得
が
、
所
得
制
限

限
度
額
を
超
え
て
い
た
た
め
に

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
平

成
１９
年
中
の
所
得
や
扶
養
人
数

が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、
限
度

額
内
に
該
当
し
た
人

�
国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
な
ど

に
変
更
に
な
っ
た
た
め
、
所
得

制
限
限
度
額
内
に
該
当
し
た
人

申
請
に
必
要
な
物

印
か
ん
、
養
育
者
の
保
険
証
、

養
育
者
名
義
の
通
帳

そ
の
他

所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、

詳
し
く
は
担
当
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

■本
子
ど
も
課

�（
６２
）７
１
３
８

■西
保
健
福
祉
課�（

３７
）６
２
３
１

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
２

本
庁
舎
の
点
検
に
伴
う

停
電
の
た
め
、
本
庁
舎

の
自
動
交
付
機
が
一
時

停
止
し
ま
す

と

き
５
月
１７
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

※
西
那
須
野
庁
舎
の
自
動
交
付
機

は
稼
働
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
課

�（
６２
）７
１
３
２

戸
籍
に
関
す
る
証
明
や

住
民
票
の
写
し
を
交
付

請
求
す
る
と
き
は
、
身

分
証
明
書
が
必
要
で
す

５
月
１
日
か
ら
、
個
人
情
報
の

保
護
に
十
分
留
意
し
た
制
度
と
し

て
、
戸
籍
に
関
す
る
証
明
や
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
交
付
請
求
を
す

る
際
に
、
本
人
確
認
の
厳
格
化
が

始
ま
り
ま
し
た
。

市
の
窓
口
で
、
次
の
証
明
書
な

ど
を
交
付
請
求
す
る
際
に
、
身
分

証
明
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
、

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
交
付
請
求

戸
籍
謄
・
抄
本
、
除
籍
謄
・
抄

本
、
改
正
原
戸
籍
、
戸
籍
附
票
、

そ
の
他
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
、

住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
の
除

票
（
改
正
原
住
民
票
）、
住
民

票
記
載
事
項
証
明
書

※
詳
し
く
は
「
広
報
な
す
し
お
ば

ら
４
月
２０
日
号
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
市
民
課

�（
６２
）７
１
３
２

■西
市
民
生
活
課�（

３７
）５
１
０
２

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

箒
根
出
張
所

�（
３５
）２
５
１
１

虐
待
に
気
づ
い
た
ら

連
絡
（
通
告
）
を

〜
市
の
休
日
・
夜
間
の
連
絡
先
が

新
し
く
で
き
ま
し
た
〜

虐
待
と
い
う
の
は
、
親
や
親
に

代
わ
る
養
育
者
が
、
子
ど
も
の
健

康
を
損
ね
、
体
や
心
ま
で
も
傷
つ

け
て
し
ま
う
行
為
で
す
。

虐
待
に
つ
い
て
連
絡
（
通
告
）

す
る
こ
と
は
、
虐
待
者
を
処
罰
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
問
題
を
抱
え

て
困
っ
て
い
る
家
庭
に
支
援
の
手

を
さ
し
の
べ
、
子
ど
も
や
家
庭
を

救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
虐
待
だ

と
確
信
で
き
な
く
て
も
、
心
配
な

場
合
は
次
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

連
絡
先

�
平
日

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
３０
分

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

�（
６４
）３
７
２
４

�
土
・
日
曜
、
祝
日

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分

市
役
所
本
庁
�（
６２
）７
１
１
７

�
夜
間（
全
日
）

午
後
５
時
３０
分

〜
翌
日
午
前
８
時
３０
分

黒
磯
那
須
消
防
署

�（
６２
）０
７
３
６

県
児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
２
８（
６
６
５
）３
６
７
７

問
い
合
わ
せ

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー

�（
６４
）３
７
２
４

カ
モ
・
カ
ラ
ス
の
駆
除

を
実
施
し
ま
す

農
作
物
の
被
害
防
止
の
た
め
、

市
内
全
域（
住
宅
密
集
地
を
除
く
）

の
農
地
や
山
林
で
、
猟
友
会
に
よ

る
銃
器
を
用
い
た
駆
除
を
実
施
し

ま
す
。

作
業
を
す
る
際
は
、
十
分
注
意

を
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
現
場
を

見
か
け
た
ら
、
危
険
で
す
の
で
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

期

間
５
月
１７
日
�
〜
１９
日
�（
３
日
間
）

問
い
合
わ
せ

■本
農
林
整
備
課�（

６２
）７
１
４
８

■西
産
業
観
光
課�（

３７
）５
１
０
８

■塩
産
業
観
光
建
設
課

�（
３２
）２
９
１
４

し尿汲み取り料金が変わります

�������	
��
�����
�����������
���� !�

165円 → 180円（税込）
問い合わせ
那須地区広域行政事務組合事業課
�（６５）３６１１

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

１０平成２０年５月５日号



国
税
相
談
の
一
部
が

予
約
制
に
な
り
ま
し
た

５
月
１
日
�
か
ら
、
国
税
相
談

の
う
ち
、
内
容
が
複
雑
で
事
実
関

係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
相
談

は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
税
務
署

�
０
２
８
７（
２２
）３
１
１
５

滞
納
差
し
押
え
の
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す

と

き
５
月
２２
日
�

午
前
１０
時

と
こ
ろ

県
那
須
庁
舎
第
２
会
議
室

（
大
田
原
市
中
央
１
‐
９
‐
９
）

そ
の
他

現
金
、
印
か
ん
、
筆
記

用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

�
０
２
８
７（
２３
）４
１
７
１

県政世論調査を実施します
期 間 �������

���	��
対 象 
	��
���
実施方法

�			���������
������� !"
#$%&'()�*���
+,�-.)/0� 12"

問い合わせ
県広報課 �０２８（６２３）２１５８

税金・保険料のお知らせ
◆障害者は軽自動車税が減免されます
対 象 者 �身体障害者手帳の交付を受けている人で、別

表に該当する人
�戦傷病者手帳の交付を受けている人で、一定
の要件に該当する人
（要件については、問い合わせてください）
�療育手帳の交付を受けている人で、障害の程
度が「Ａ」「Ａ１」「Ａ２」の人

�精神障害者保健福祉手帳および自立支援医療
受給者証（精神通院医療に限る）の交付を受
けている人で、障害の程度が１級の人

対象車両 �障害者本人が運転し所有する車
�障害者と生計を一にする人、または障害者を
常時介護する人が運転する場合は、これらの
人か障害者本人が所有する車

※対象になる自動車は、障害者１人につき１台までです。
手続きに必要な物
・軽自動車税納税通知書または、軽自動車税口座振替通知書
・身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳（自立支援医療受給者証も一緒に）のいずれか

・運転する人の運転免許証
・納税義務者の印かん
受付期限 ５月２６日�
その他
・納税通知書は、５月１５日付けで送付します
・すでに減免されている人で、変更がない場合は、手続きの必要はありません
・普通自動車については、大田原県税事務所〔�０２８７（２３）４１７１〕に問い合わせてください

◆固定資産税の納税通知書は製本されていません
固定資産税がコンビニエンスストアでも納付できるようになりましたが（全期前納分、期別で３０万円を超え
るものは除く）、コンビニエンスストアでは製本された納付書が利用できないため、納付書を製本せずに送付
します。ご理解をお願いします。
なお、納税通知書は５月中旬に発送する予定です。

◆介護保険料特別徴収（仮徴収）開始通知書を送付します
５月１３日付けで平成２０年度介護保険料特別徴収（仮徴収）開始通知書

を送付します。今回、通知書が届く人は、６月から介護保険料が年金か
ら天引き（特別徴収）となる人です。
この通知書は、６・８月の天引き額をお知らせするものです。１０・１２・

２月の天引き額は９月に送付する「平成２０年度介護保険料特別徴収開始
通知書」で確認してください。
なお、年金天引きとなるのは、年金（老齢福祉年金を除く）を年額１８

万円以上受給する人です。そのほかの人は、納付書または口座振替で納
付すること（普通徴収）になります。

問い合わせ
■本課税課
軽自動車税担当 �（６２）７１７９
固定資産税担当 �（６２）７１２２
介護保険料担当 �（６２）７１２０
■西総務税務課 �（３７）５１０１
■塩総務税務課 �（３２）２９１０
箒根出張所 �（３５）２５１１

障害の級別

１～４級

２、３級

３級

３級（注１）

１、２級

１～６級（注２）

１～３、５級（注２）

１、２級

１～６級（注２）

１、３級

１～３級

注１）障害者本人が運転する場合で、こう頭摘出によ
る機能障害がある場合に限る。

注２）生計を一にする人、または常時介護する人が運
転する場合は１～３級に限る。

【別表】

障害の種類

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能・言語機能または、そ
しゃく機能障害

上肢不自由

下肢不自由

体幹不自由

上肢機能
障害

移動機能
障害

心臓機能障害、じん臓機能障害、
呼吸器機能障害
ぼうこうまたは直腸機能障害、
小腸機能障害

ヒト免疫不全ウイルスによる免
疫機能障害

乳幼時期以前の非進
行性の脳病変による
運動機能障害

１１

くく
らら
しし
のの
情情
報報

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



新
し
い
人
権
養
護
委
員

を
紹
介
し
ま
す

さ
さ

４
月
１
日
付
け
で
、
新
た
に
笹

ぬ
ま
と
し
た
か

沼
敏
孝
氏
（
塩
原
）
が
人
権
擁
護

委
員
に
な
り
ま
し
た
。

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
自
由
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と

を
使
命
と
し
、
相
談
業
務
の
ほ

か
、
各
学
校
や
街
頭
で
の
啓
発

活
動
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
社
会
福
祉
課�（

６２
）７
１
３
５

水
道
事
業
審
議
会
か
ら

答
申
が
あ
り
ま
し
た

市
は
、
平
成
１９
年
８
月
に
「
全

事
業
統
合
に
も
と
づ
く
水
道
料
金

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
審
議
会

に
諮
問
し
、
３
月
３１
日
に
審
議
会

か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

答
申
の
項
目
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１.
料
金
の
水
準

�
総
括
原
価
の
精
査
と
経
費
の

縮
減
努
力

�
企
業
債
充
当
率
お
よ
び
再
投

資
資
金
確
保
の
考
え
方

�
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業

に
対
す
る
支
援

�
加
入
金

２.

料
金
の
体
系

�
料
金
構
造

�
基
本
料
金

�
従
量
料
金

�
基
本
水
量

３.

新
料
金
へ
の
移
行
（
移
行
プ

ラ
ン
と
激
変
緩
和
措
置
）

４.

市
民
と
の
信
頼
関
係
の
形
成

と
説
明
責
任

※
内
容
は
、
次
号
の
「
広
報
な
す

し
お
ば
ら
」
に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■西
水
道
管
理
課�（

３７
）５
１
４
５

都
市
計
画
案
が
縦
覧
で

き
ま
す

と

き
５
月
９
日
�
〜
２３
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０

分（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

・
那
須
塩
原
市
都
市
計
画
課

・
大
田
原
市
都
市
計
画
課

・
栃
木
県
都
市
計
画
課

・
大
田
原
土
木
事
務
所
企
画
調
査

課

内

容
国
道
４
０
０
号
（
大
田
原
市
住

吉
町
・
山
の
手
・
中
央
・
新
富

町
・
城
山
地
区
）
お
よ
び
、
国

道
４
６
１
号
（
山
の
手
・
新
富

町
・
中
央
・
城
山
地
区
）
の
都

市
計
画
の
変
更
〔
３
・
４
・
２

号
西
那
須
野
線
と
３
・
４
・
１

号
中
田
原
美
原
線
〕

そ
の
他

こ
れ
ら
の
案
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
知

事
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

■本
都
市
計
画
課�（

６２
）７
１
５
９

移
動
行
政
相
談
を
実
施

し
ま
す

５
月
１９
日
�
〜
２５
日
�
は
、
春

の
行
政
相
談
週
間
で
す
。
通
常
の

行
政
相
談
の
ほ
か
に
、
特
別
に
行

政
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

◆
移
動
行
政
相
談

と

き

５
月
２８
日
	

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

厚
崎
公
民
館

※
通
常
の
行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
な
す
し
お
ば
ら
４
月
２０

日
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�（
６２
）７
１
０
９

催
し

産
廃
問
題
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

現
在
、
大
規
模
な
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
や
中
間
処
理（
焼
却
）

施
設
な
ど
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
の
建
設
が
市
内
に
相
次
い
で
計

画
さ
れ
て
お
り
、
生
活
環
境
へ
の

悪
影
響
が
心
配
さ
れ
る
な
ど
、
深

刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
「
産
業
廃
棄
物

問
題
を
考
え
る－

那
須
塩
原
市
の

事
例
か
ら－

」
と
題
し
て
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
が
過
度
に
集
中

す
る
本
市
の
事
例
を
通
し
て
、
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
係

る
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

処
理
施
設
の
設
置
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
考
え
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と

き

５
月
２２
日



午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館

内

容

◆
基
調
講
演

・
講
師

宮
田
秀
明
氏

（
摂
南
大
学
教
授
）

・
演
題

廃
棄
物
処
理
に
お
け
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
の

現
状
と
課
題

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

鈴
木
浩
氏
（
福
島
大
学
教
授
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

那
須
塩
原
市
長
、
岐
阜
県
御
嵩

町
長
（
全
国
産
廃
問
題
市
町
村

連
絡
会
会
長
）、
真
嶋
雄
二
氏

（
青
木
地
区
産
廃
対
策
委
員
長
）、

磯
野
弥
生
氏
（
東
京
経
済
大
学

教
授
）

主

催

全
国
産
廃
問
題
市
町
村

連
絡
会
、
那
須
塩
原
市

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
１
４
４

春
の
市
民
一
斉
美
化
運
動

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き

５
月
２５
日
�

※
雨
天
決
行
。

と
こ
ろ

市
内
全
域

内

容

道
路
な
ど
に
捨
て
ら
れ

た
ご
み
の
一
斉
回
収
ほ
か

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
３
０
１

■西
市
民
生
活
課�（

３７
）５
１
０
４

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
３
９

１２平成２０年５月５日号



自
衛
官
募
集
説
明
会

と
き
／
と
こ
ろ

・
５
月
１４
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原

・
５
月
２０
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
黒
磯

内

容

各
種
自
衛
官
募
集
種
目

と
入
隊
後
の
概
要
、
試
験
の
概

要
、
身
分
・
待
遇
な
ど
の
説
明

平
成
２０
年
度
７
・
８
月
入
隊
者
募
集

試
験
日

受
付
時
に
連
絡
し
ま
す

と
こ
ろ

宇
都
宮
市
を
予
定

対

象

１８
〜
２７
歳
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
田
原
地
域
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
９
４
０

人
口
肛
門
・
人
口
膀
胱

に
つ
い
て
の
講
習
会

と

き

６
月
１５
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ

大
田
原
赤
十
字
病
院

内

容

◆
講
演
会
お
よ
び
相
談
会

・
講
師

森
貴
美
子
氏
、
渡
邊

惠
子
氏
（
大
田
原
赤
十

字
病
院
看
護
師
長
）

・
演
題

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽

し
く
お
く
る
た
め
に

参
加
費

無
料
（
要
予
約
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
益
子
方
）

�
０
２
８
７（
５９
）０
２
０
２

（
小
川
方
）

�
０
２
８
７（
２２
）２
０
５
４

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会

と

き
６
月
１８
日
�
・
１９
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

と
こ
ろ

大
田
原
市
金
田
北
地
区
公
民
館

定

員
１
３
０
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

受
講
料

６
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

受
付
期
間

５
月
８
日
�
〜
１６
日
�

申
込
方
法

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

�
日
本
防
火
協
会

FAX
０
３（
３
５
９
１
）７
１
３
０

※
申
込
書
は
、
消
防
本
部
予
防
課

ま
た
は
、
日
本
防
火
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.n-bouka.or.jp／

）

そ
の
他

当
日
欠
席
し
た
場
合
、
受
講
料

は
返
還
し
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

黒
磯
那
須
消
防
本
部
予
防
課

�（
６２
）０
８
６
４

大
田
原
消
防
本
部
予
防
課

�
０
２
８
７（
２２
）３
０
１
６

財
団
法
人

日
本
防
火
協
会

�
０
３（
３
５
９
１
）７
１
２
１

募
集

市
営
「
赤
田
霊
園
２
号

墓
地
」
使
用
希
望
者

西
那
須
野
地
区
赤
田
地
内
に
新

し
く
造
成
し
た
赤
田
霊
園
２
号
墓

地
の
使
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
期
間

５
月
２１
日
�
〜
６
月
６
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

と
こ
ろ

西
那
須
野
庁
舎
２
０
１
会
議
室

対

象

・
那
須
塩
原
市
に
住
民
登
録
を
し

て
３
年
以
上
経
過
し
た
人

・
他
に
墓
地
を
利
用
し
て
い
な
い

人
※
す
で
に
遺
骨
が
あ
る
人
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
区
画

４
３
２
区
画
（
１
区
画
５
�
）

※
申
し
込
み
は
、
１
人（
１
世
帯
）

当
た
り
１
区
画
と
な
り
ま
す
。

※
場
所
な
ど
詳
細
は
、「
広
報
な

す
し
お
ば
ら
４
月
２０
日
号
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

費
用
（
１
区
画
）

・
使
用
料
金

３４
万
円

・
管
理
料（
年
額
）
１
０
０
０
円

そ
の
他

申
込
用
紙
は
本
庁
、
各
支
所
の

担
当
課
お
よ
び
箒
根
出
張
所
に

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
記
入

し
て
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
◆
塩
原
温
泉
さ
く
ら
公
園
墓
地
の

使
用
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

費
用（
１
区
画
、
市
民
の
場
合
）

・
使
用
料
金

２０
万
円

・
管
理
料（
年
額
）

１
万
円

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
管
理
課�（

６２
）７
１
４
２

■西
市
民
生
活
課�（

３７
）５
１
０
４

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
３
９

●３月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�０１８０‐９９２００９（黒磯地区）
�（２２）０１１９（西那須野・塩原地区）

◎火災…建物６件・林野２件・その他８件
平成２０年の累計３１件

◎救急…交通３６件・急病１４４件・その他８０件
平成２０年の累計８９５件

問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（６２）０８６４
西那須野分署 �（３６）２３００
塩原分署 �（３２）２９４９

妙雲寺ぼたんまつり

８００年の歴史を持つ塩原温泉の古刹妙雲
寺の境内で、２０００株を超えるぼたんが鮮や
かな花を次々に咲かせます。

と き ５月８日�～３１日	
ところ 妙雲寺
入園料 ２００円～４００円
※開花状況により異なります。
催 し 抹茶席（土・日曜のみ）、湯茶接

待（不定期）、植木市、ミニ演奏
会（月・木曜、塩原もの語り館に
て）など

※都合により変更になる場合があります。

問い合わせ
塩原温泉観光協会

�（３２）４０００

１３

くく
らら
しし
のの
情情
報報

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



鍋
掛
小
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員

保
護
者
な
ど
が
、
仕
事
や
病
気

で
昼
間
家
に
い
な
い
家
庭
の
子
ど

も
た
ち
を
、
放
課
後
の
時
間
帯
や

長
期
休
業
日
に
保
育
す
る
児
童
ク

ラ
ブ
の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

対

象
保
育
士
・
教
員
な
ど
の
資
格
が

あ
る
人
、
ま
た
は
児
童
の
育
成

指
導
に
熱
意
の
あ
る
人

勤
務
場
所

鍋
掛
小
の
児
童
ク
ラ
ブ
（
鍋
掛

小
敷
地
内
）

募
集
人
数

若
干
名

勤
務
形
態

複
数
の
指
導
員
に
よ

る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

そ
の
他

雇
用
主
は
ク
ラ
ブ
会
長

に
な
り
ま
す

申
込
期
限

５
月
２０
日
�

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

■本
子
ど
も
課

�（
６２
）７
１
３
８

介
護
予
防

短
期
運
動
教
室

と

き
６
月
の
毎
週
水
曜
（
全
４
回
）

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

※
初
日
は
６
月
４
日
�
で
す
。

と
こ
ろ

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

対

象

６５
歳
以
上
の
介
護
保
険

認
定
を
受
け
て
い
な
い
市
民

定

員

１０
人

内

容
い
す
に
座
っ
た
運
動
、
ゴ
ム
バ

ン
ド
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
、

リ
ズ
ム
運
動
な
ど
自
宅
で
も
簡

単
に
で
き
る
運
動

参
加
費

１
回
３
０
０
円

そ
の
他

送
迎
が
あ
り
ま
す

申
込
期
限

５
月
２２
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

�（
７３
）２
２
１
０

第
８
回
熊
川
の
源
流
を

訪
ね
て
in
東
那
須
野

と

き

６
月
１４
日
�

午
前
７
時
受
け
付
け

午
前
７
時
３０
分
出
発

※
小
雨
決
行
、
雨
天
順
延
。

集
合
場
所

大
原
間
小
学
校

対

象
市
民
（
大
原
間
小
・
波
立
小
・

東
那
須
野
中
の
児
童
生
徒
も
参

加
し
ま
す
）

コ
ー
ス

・
Ａ
コ
ー
ス
（
３１
�
）

・
Ｂ
コ
ー
ス
（
２９
�
）

・
Ｃ
コ
ー
ス
（
２４
�
）

・
Ｄ
コ
ー
ス
（
１４
�
）

・
Ｅ
コ
ー
ス
（
１１
�
）

参
加
費

２
０
０
円

そ
の
他

・
昼
食
、
５
０
０
�
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

・
麦
茶
や
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す

申
込
期
限

６
月
８
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

東
那
須
野
公
民
館

�（
６７
）１
１
６
３

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

（
初
級
）
受
講
生

期

間

６
月
４
日
〜
１０
月
２２
日

の
毎
週
水
曜
（
全
２０
回
）

午
後
１
時
〜
３
時

※
８
月
１３
日
は
休
み
。

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対

象
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
が
あ
り
、
点
訳
奉
仕
員
と

な
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

定

員

２０
人

受
講
料

無
料

主

催
	
栃
木
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

申
込
期
間

５
月
１４
日
�
〜
２８
日
�

※
平
日
の
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
栃
木
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

�
０
２
８（
６
２
５
）４
９
９
０

５
月
に
な
り
、
山
歩
き
が
楽
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
野
山
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
い
て
い

ま
す
。

さ
て
、
鴫
内
や
塩
原
な
ど
市
内

で
も
山
の
方
に
行
く
と
、
よ
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
ネ
コ
ノ
メ

ソ
ウ
の
仲
間
で
す
。
ネ
コ
ノ
メ
ソ

ウ
は
種
類
が
多
く
、
図
鑑
を
見
て

も
見
分
け
る
の
が
難
し
い
植
物
の

一
つ
で
す
。
今
回
紹
介
し
た
も
の

以
外
に
ヤ
マ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
、
ヨ

ゴ
レ
ネ
コ
ノ
メ
、
イ
ワ
ボ
タ
ン
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

花
の
大
き
さ
が
と
て
も
小
さ
く

（
５
ミ
リ
以
下
）
見
分
け
が
難
し

い
の
で
、
ル
ー
ペ
と
図
鑑
を
持
っ

て
出
か
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

や
く葯
（
雄
し
べ
の
先
）
の
色
な
ど
で

見
分
け
ま
す
。
し
か
し
、
変
種
も

多
く
正
確
に
見
分
け
る
の
は
と
て

も
難
し
い
植
物
で
す
。

〔
ツ
ル
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
〕

茎
が
つ
る
の
よ
う
に
長
い
の
で
、

見
分
け
ら
れ
ま
す
。
雄
し
べ
は
８

本
で
葯
は
黄
色
。
ま
た
走
出
枝

（
ラ
ン
ナ
ー
）
が
横
に
伸
び
ま
す
。

〔
ニ
ッ
コ
ウ
ネ
コ
ノ
メ
〕

イ
ワ
ボ
タ
ン
の
変
種
ら
し
い
の

で
す
が
、
市
内
で
も
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
８
本
の
雄
し
べ
に
暗
紫
色

の
葯
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ゴ
レ
ネ
コ

ノ
メ
に
似
て
い
ま
す
が
、
そ
ち
ら

は
葉
が
灰
色
に
汚
れ
た
よ
う
な
感

じ
で
す
。

〔
ハ
ナ
ネ
コ
ノ
メ
〕

前
の
二
つ
は
、
花
の
あ
た
り
が

黄
色
っ
ぽ
い
が
、
こ
れ
は
花
び
ら

が
く

の
よ
う
に
見
え
る
萼
が
白
い
の
で

分
か
り
ま
す
。
葯
は
暗
紫
色
。
た

だ
し
、
シ
ロ
バ
ナ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ

と
の
区
別
が
必
要
で
す
。（
萼
の

先
端
が
尖
っ
て
い
る
の
が
シ
ロ
バ

ナ
で
す
）

（
お
さ
む
）

仲
間
の
多
い
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ

ツルネコノメソウ

ニッコウネコノメ

ハナネコノメ

１４平成２０年５月５日号



母
親
学
級
（
要
予
約
）

と

き

５
月
１６
日
�

午
後
１

時
１５
分
〜
１
時
３０
分
受
け
付
け

と
こ
ろ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

妊
娠
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
そ
の
家
族

内

容

安
心
し
て
お
産
を
迎
え

る
た
め
に
（
妊
婦
体
操
、
お
産

の
経
過
・
リ
ハ
ー
サ
ル
）

そ
の
他

母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
、
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

新
生
児
助
産
師
訪
問
事
業

生
後
お
お
む
ね
３
カ
月
以
内
の

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
い
る
家

庭
に
助
産
師
な
ど
が
訪
問
し
、
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
や
母
乳
の
こ
と
、育

児
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

電
話
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

子
育
て
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し

子
育
て
を
楽
し
む
ヒ
ン
ト
に
な

れ
ば
と
、
子
育
て
に
関
す
る
ビ
デ

オ
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

連絡先 黒磯保健センター
�0287（63）1100

西那須野保健センター
�0287（38）1356

ままちちののおお医医者者ささんんかかららのの

健健康康アアドドババイイスス
このコーナーでは、医師会から市民の皆さん
にあてた、健康や病気についてのアドバイス
を紹介していきます。

第１３回 健康って何でしょう？ ���� ��� ����
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子
育
て
中
の
マ
マ
に
…

ひ
よ
こ
の
会
参
加
者
募
集

育
児
に
つ
い
て
の
勉
強
を
し
な
が
ら

友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

託
児
が
あ
る
の
で
安
心
で
き
ま
す
。

と

き

６
月
〜
１２
月
（
全
１１
回
）

対

象

２
・
３
歳
の
幼
児
と
そ
の
母
親

定

員

２０
人
程
度
（
親
子
合
計
）

参
加
費

親
子
一
組

・
大

人

無
料

※
材
料
費
な
ど
は
自
己
負
担
。

・
子
ど
も

一
人
に
つ
き
５
０
０
０
円

※
保
育
料
・
お
や
つ
代
・
保
険
料
を

含
む
、
金
額
は
全
日
程
の
合
計
。

内

容

応
急
手
当
・
料
理
教
室
・
子

育
て
講
話
・
人
形
劇
観
賞
・
遠
足

申
込
開
始

５
月
１６
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
島
公
民
館

�
０
２
８
７（
３６
）８
５
３
１

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
員
募
集

内

容
定
期
練
習
お
よ
び
各
種
大
会
に
参
加

年
会
費

２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

事
務
局

大
木
悦
子

�
・
FAX
０
２
８
７（
６２
）１
４
３
４

新
し
い
風

生
涯
学
習

図 書 館 だ よ り

◆◆田舎ランド鴫内 ６月の体験活動・教室参加者募集◆◆
施設の貸し出しも行っています。子供会育成会や総合学習、自主グループなどの活動の場とし
ても利用できます。（ゆ～バス「湯宮線」田舎ランド前下車） ※各教室の材料費は自己負担です。

内 容
手打ちうどんをつくろう

絵付け
※午前中だけでも参加可能。

竹炭（原木切り、窯入れ）
竹炭（窯出し）※持ち帰り可。
鴫内山で取れる山野草をてん
ぷらにして食べてみよう
手打ちそばをつくろう
手ごねパンづくり
中華ちまきづくり

申し込み・問い合わせ 田舎ランド鴫内 �０２８７（６８）７００６

時 間
午前９時３０分～正午

午前９時３０分～
午後２時

午前９時３０分～正午

午前９時３０分～
午後２時
午前９時３０分～正午
午前９時～午後１時
午前９時３０分～正午

定 員
２０人
５月に
形づくり
をした人

２０人

５０人

２０人
１６人
２０人

と き
１日�

７日�

１４日�
２１日�

１５日�

２１日�
２２日�
２８日�

行事名
手打ちうどん教室

陶芸教室

林業教室

山がっこう教室

手打ちそば教室
パン教室
料理教室

黒磯図書館 問い合わせ �0287（63）9031
内 容

絵本や紙芝居を使った楽しいお話

赤ちゃんと保護者対象のわらべ歌と
読み聞かせ
毎回違った児童向けの作品を上映し
ています

西那須野図書館 問い合わせ �0287（36）6001
内 容

絵本を使った楽しいお話
参加費は無料で、だれでも自由に参
加できます

塩原図書館 問い合わせ �0287（35）2006
内 容

絵本・かみしばいの読み聞かせ
申し込みの必要はありません

と き

５月１０日、６月１４日の土曜
午後２時から
５月１５日、６月５日、１９日の木曜
午前１１時から

毎週日曜 午前１０時から

と き

毎週土曜 午後２時から

毎週日曜 午後２時から

と き

６月１日�
午後１時３０分～２時３０分

行事名

木馬のお話し会

おはなしと
わらべうたの会

映 画 会

行事名

おはなし会

かみしばい会

行事名

むささびの会
お話会

１６平成２０年５月５日号
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塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
を
使
っ
た
教
室
の
参
加
者

募
集

春
季
水
泳
教
室

と

き
５
月
２０
日
�
〜
７
月
４
日
�

・
幼
児
ク
ラ
ス
（
４
歳
以
上
）

毎
週
火
・
金
曜

午
後
４
時
か
ら

・
小
学
１
・
２
年
ク
ラ
ス

毎
週
火
・
金
曜

午
後
５
時
か
ら

・
小
学
３
〜
６
年
ク
ラ
ス

毎
週
火
・
金
曜

午
後
６
時
か
ら

※
各
ク
ラ
ス
１４
回
、
時
間
は
１
時
間
。

対

象

４
歳
〜
小
学
６
年
生
の
市
民

定

員

各
２０
人
程
度

参
加
費

５
０
０
円
（
保
険
料
）

春
季
カ
ヌ
ー
教
室

と

き
５
月
２４
日
〜
６
月
２８
日
（
全
６
回
）

毎
週
土
曜

午
前
９
時
〜
１１
時

対

象

小
学
３
年
生
以
上
の
市
民

定

員

１０
人
程
度

参
加
費
（
保
険
料
）

子
ど
も（
中
学
生
以
下
）
５
０
０
円

大

人（
高
校
生
以
上
）１
５
０
０
円

春
季
水
中
運
動
（
ア
ク
ア
リ
ズ
ム
）

教
室

と

き
５
月
２３
日
〜
７
月
４
日
（
全
７
回
）

毎
週
金
曜

午
後
７
時
〜
８
時

対

象

高
校
生
以
上
の
市
民

定

員

２０
人
程
度

参
加
費

１
５
０
０
円
（
保
険
料
）

■
共
通
事
項

と
こ
ろ

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

申
込
期
限

そ
れ
ぞ
れ
５
月
１７
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８
７（
３２
）５
２
５
５

●第１６回全国小学校ゴルフ選手権大会
（横尾要カップ）春の大会（３月２７日、茨城県内）

未就学児の部（男女混合）２位
しのざき り あん

篠�莉杏ちゃん（上厚崎）

このコーナーでは、文化活動やスポーツなどの大会で活躍して
いる人たちを紹介しています。

●スポーツ大会・教室など
対 象・参加費・その他

�対 象 市民および市内勤務者
�定 員 ４０人
�参 加 費 １，０００円（昼食代、運営費）
�申込期限 ５月２３日�
�申し込み・問い合わせ

那須塩原弓道部 小林信夫
�・FAX０２８７（３６）１５７６

�対 象 小学生以上の市民および那北地区勤務者
�内 容 男子シングルス１部・２部

女子シングルス１部・２部
小学生１部・２部

�定 員 ２００名
�参 加 費 一般８００円、小学生３００円
�申し込み ５月１２日�までに

那須塩原市卓球クラブ事務局 常盤賢次
�０２８７（６４）２２０６

�問い合わせ 那須塩原市卓球クラブ会長 田中伸夫
�０２８７（６３）２９２５

ところ

三島体育
センター弓道場

にしなすの運動
公園体育館メイ
ンアリーナ

と き

６月１日�
午前９時３０分～
午後４時

５月２５日�
午前８時３０分か
ら

名 称

那須塩原市
民弓道大会

第３１回
那北卓球選
手権大会

１７



チケット
好評発売中！

那須野が原博物館 �0287(36)0949 http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/

子ども土器づくり教室 参加者募集中
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�2�3
参 加 費 ,445+6783
定 員 94�
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�3
申し込み C�D��

県立博物館移動展
「動物骨格の世界－ホネが支える動物のくらし－」

好評開催中！ ６月１５日（日）まで
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記念講演会「ホネを見ればくらしが分かる」

と き ,������_���4�(���4�
と こ ろ C�D���
講 師 ����C�D����;   ¡¢ £
定 員 ,4�+:;<=�>?@AB�3
申し込み C�D��

黒磯文化会館 �0287(63)3219 http : //www.kurobun.com/

＜こどもちゃれんじ＞ ファミリーシアター
しまじろうと ゆうえんちへ いこう！
６月２９日�／大ホール
１回目公演
午前１１時開演
２回目公演
午後１時３０分開演

全席指定 １，５００円
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岩崎宏美 LIVE２００８
シアワセノカケラ
アコースティックバージョン
８月３０日�／大ホール／午後５時３０分開演
全席指定 Ｓ席４，８００円 Ａ席４，３００円
¤¥���;N±²³´²µ<,445¦��
³¥��¶·¸¹ ,�º��
�¯º���»r¸¹��_����¼½¾¿
³ÀÁa¹ ,�����
�¯º���»r¸¹��_����¼½¾¿
発売日予約専用電話 �０２８７（７３）０２０２
発売日以外の予約電話 �０２８７（６３）３２１９
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第１１回さわやか高原音楽祭
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№ 月日 時 間 テーマ

１ ６／２１
�

午前９時～
１１時

お話し「槻沢遺跡にみる縄文
世界」

２ ６／２８
�

午前９時～
１１時 いろいろな道具をつくろう

３ ７／５
�

午前９時～
正午 ねん土をねろう

４ ７／１２
�

午前９時～
正午

本物の土器と同じかたちをつ
くろう

５ ８／２３
�

午前９時～
午後２時 まきを使って土器を焼こう

開催日 出演予定団体 開催日 出演予定団体

５月２４日�
黒磯女声コーラス“風”、なすのがはら共英女声
合唱団、女声コーラスきさらぎ、かでんつ、グラ
ンパーズ、くろいそオペラをつくる会、バッカス

６月１日� ＮＳ市民吹奏楽団、コール・ラフ
ォーレ

５月２５日� 県北とちの木カラオケ愛好会 ６月２２日� オノーレ・カンバ・バンビーノ！
黒磯チェンバーアンサンブル

ウシガエル（栃木県立博物館蔵）

�Benesse Corporation／しまじろう

１８平成２０年５月５日号



那須野が原ハーモニーホール �0287(24)0880 http : //www.nasu-hh.com/

友の会優先電話予約 ５月２２日�木午前９時から（電話のみ）
一般チケット発売 ５月２４日�土午前９時から
一般電話予約 ５月２６日�月午前９時から

友の会優先電話予約 ５月８日�木午前９時から（電話のみ）
一般チケット発売 ５月１０日�土午前９時から
一般電話予約 ５月１２日�月午前９時から

クラシックサマーシリーズ⑧
～那須・夏・カンタービレ～

小林武史ヴァイオリン・リサイタル
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７月２１日�
午後６時３０分開演
小ホール
全席指定 大人２，２００円（友の会２，０００円）

学生１，１００円
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クラシックサマーシリーズ⑨
～那須・夏・カンタービレ～

第４８回レクチャー・コンサート「ドビュッシー」
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７月２５日�／午後６時３０分開演／小ホール
自由席 大人１，０００円（友の会９００円）、学生５００円
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クラシックサマーシリーズ⑤
～那須・夏・カンタービレ～

金子鈴太郎と新進気鋭の仲間たちコンサート
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７月１１日�／午後６時３０分開演／大ホール
全席指定 T�UVW4XY�Z8["#
大人 ２，０００円（友の会１，８００円）、学生１，０００円
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金子鈴太郎
（チェロ）

井上登紀
（フルート）

谷本華子
（ヴァイオリン）

奈良田朋子
（ピアノ）

○第１３回原野展～那須野が原の作家たちは今～

５月３１日�～６月８日�／午前９時～午後５時
出品者 ６部門３７人（出品点数・予定５４点）
《イベント参加者募集》
g
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参 加 費 ¡Æ¡ßÅÅÅ,
（申し込みの際にお支払いください）

○熱唱！伍代夏子コンサート ２００８

５月１８日�／大ホール
・昼の部 午後２時開演 ・夜の部 午後６時開演
全席指定 Ｓ席５，０００円（友の会４，５００円）

Ａ席３，０００円（友の会２，７００円）
T�UVW4XY�Z8["#

○ジュピターカルテットジャパン
～宮田 大と若き仲間たち～

５月３０日�／午後７時開演／大ホール
全席指定 大人２，０００円（友の会１，８００円）

学生１，０００円
T�UVW4XY�Z8["#

左：小林武史 右：野平一郎
（ヴァイオリン） （ピアノ）

中井正子（ピアノ）

１９



みか えり

回顧の吊橋
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【概要】 全長１００メートル、高さ約３０メートル

幅１メートル

■所在地 塩原字西山国有林

広報なすしおばら Ｎｏ．８１（平成２０年５月５日） ◇発行・那須塩原市 ◇編集・企画部秘書課 �０２８７（６２）７１０９ 〒３２５‐８５０１ 那須塩原市共墾社１０８‐２
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